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７月になりました。なでしこジャパン快進撃！ 

四国地方は､６月３日にほぼ平年並みで梅雨

入りしましたが､東北北部の梅雨入りは遅く、６

月２７日に平年より１３日､前年より２１日も

遅れて､やっと梅雨入りしたとのことです。 

うっとうしい梅雨空を吹き飛ばすかのよう

に、カナダで開催中のサッカー女子ワールドカ

ップでは“なでしこジャパン”が実力どおりの

快進撃でベスト４入り。明日のイングランド戦

に勝って決勝戦に駒を進めてほしいものです。

前回のドイツ大会に続いて､決勝戦でアメリカ

を倒して､２大会連続での世界一の栄冠を手に

することを願うばかり。 

 ２０１１年ドイツ大会の

記録によると４年前の今日､

７月１日は､なでしこジャパ

ンがメキシコと対戦し４－

０で快勝して決勝トーナメ

ントへの進出を決めた日で､

優勝に向けてスタートを切

った日となっております。 

本事業も“なでしこジャパン”にあやかり、

いい結果が得られるように､残り２年間､研究

開発に取り組んで参りますので､引き続き､御

支援､御協力をお願いします。 
 

事 業 化 戦 略 会 議 を開 催  
去る６月２２日、愛南町内泊の愛媛大学南予

水産研究センター西浦ステーションにおいて事

業化戦略会議を開催しました。 

事業化戦略会議では､本事業で招へいした南

予水産研究センターの５人の研究者が取り組ん

でいる次の５つの課題について､最近の研究の

進捗状況や今後の研究計画などの報告があり､

残り２年間の事業期間を研究成果の事業化に向

けて､研究課題の集中と選択に取り組むことに

なりました。 
○ＩＣＴ等を利用した海域情報ネットワーク 
による赤潮･魚病対策技術の研究開発 

○環境と調和した免疫能賦活養殖技術の開発 

○モデル海産魚を用いた新魚種の成長・成熟 
の基礎研究 

○マグロ類の完全養殖を目指した基礎研究 

○流通システム等の抜本的改革による新たな 
水産ビジネスモデル構築に関する研究 
 

 
 

新 たな招 へい研 究 者 の紹 介 
 
本事業採択から３年間にわたり｢マグロ類の

完全養殖を目指した基盤研究｣を担当してい

た愛媛大学南予研究センター後藤理恵准教授

の“スマ養殖”の研究が全国的にも注目を浴

びており､えひめ水産イノベーション創出事

業による地域に向けた研究の実績が平成２８

年度設置予定の｢社会共創学部｣の求める人物

像と一致したことから､学内推薦により今年

４月に愛媛大学の専任教員に異動しました。 

このため､後任としてチェコ共和国南ボヘ

ミア大学でアカデミックワーカーとして生殖

細胞研究に従事していた斎藤大樹
たいじゅ

氏を６月１

日付けで南予水産研究センターに招へいし

｢マグロ類の完全養殖を目指した基盤研究｣を

担当することになりました。斎藤氏は平成１

６年に北海道大学大学院で博士号を取得して

おり、北海道大学時代には､後藤氏と共に魚類

生殖生理学の研究に携わった経験を持ってい

たことから白羽の矢が立ちました。 
 

人材育成公開セミナーの開催 
 
愛媛大学では､今年度の≪水産イノベーショ

ンスキル修得講座≫の新たな取り組みとして､

｢えひめ水産イノベーション人材育成公開セミ

ナー｣を開催します。 
セミナーは､宇和海地域の漁業者や水産関係

者を対象に､水産物の加工､流通､販売等の出口
戦略に関する意識の醸成を図るため､年３回の

公開セミナーの開催を計画しており､第１回目
のセミナーを８月４日(火)に宇和島市で開催し
ます。会場は今年３月に新設された愛媛県漁連
研修センターで､鹿児島大学水産学部の木村郁
夫教授を講師に迎えて｢水産物の加工･品質保持
～サバを刺身で食べる！冷凍は可能か？～｣を

テーマに､水産
物の高品質化を
目指した冷凍刺
身製造技術に関
する研究成果に
ついて講演をし

ていただきます。
関係の方々にも
声掛けをしてい
ただき､多くの
皆様の御参加を
お待ちしており

ます。 
 

 

事業化戦略会議で進捗状況を報告する研究者 

再び、栄冠を 

公開セミナーのチラシ 


